
 

ブラッシングブライド（セルリア・フロリダ）は南アフリカ・ 

西ケープ州にある人里離れた山奥・フランシュフックで発見された。 

 

100年間に及びその存在が植物史の表舞台から忘れられた後、1900年

代に再度その存在が世に知られるようになると、南アフリカで最も親し

まれ人気のあるプロテア属となる。 

 

地元に伝わる伝承によると、南アフリカの若い男性はガールフレンドに

結婚を申し込む際にこの花を襟に刺したという。 

 

ブラッシングブライド（顔を赤らめた花嫁）という呼称は、若い男性求

婚者がこの花を襟に刺して人々と会うことで彼の意図を人々に知らせた

ことで未来の花嫁が顔を赤らめたという言い伝えに由来する。 

 

その希少性と人気ゆえに、ブラッシングブライドの栽培は何年にも渡り

試されたが、そのほとんどは失敗に終わっている。 

 

しかし長年の試行錯誤を繰り返し、近年になりようやくピケッツバーグ

山脈の一部の農家によって、栽培の困難さで悪名高いこの品種栽培方法

が確立された。 

 

これにより一度は失われたと思われた南アフリカケープ州の奇跡は再

び、その植物史の表舞台へと戻ったのである。 


